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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第２四半期連結
累計期間

第54期
第２四半期連結
累計期間

第53期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 8,685,4579,228,68518,085,759

経常利益又は経常損失（△）（千

円）
△6,552 △170,559 45,425

四半期純損失（△）又は当期純利

益（千円）
△62,780△128,229 49,178

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△79,822△151,014 32,413

純資産額（千円） 5,706,6475,629,9335,818,852

総資産額（千円） 11,441,16711,225,64112,066,303

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額（円）

△6.64 △13.57 5.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 49.9 50.2 48.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
477,500 378,114 106,326

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△51,650 △83,208 △75,882

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△28,068 △37,904 △28,099

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
4,181,1674,040,8343,784,449

　

回次
第53期

第２四半期連結
会計期間

第54期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

6.90 △1.85

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第53期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。　

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、本年３月11日に発生した東日本大震災によるサプライチェー

ンの混乱、生産の低下や消費の停滞など大きな影響を受けました。サプライチェーンの復旧に伴い生産や輸出に持

ち直しの動きがみられ、概ね回復基調にあるものの、海外経済の停滞、欧州の財政・金融問題の深刻化、急速な円高

の進行、一部の輸出の伸び悩みがみられ、先行き不透明感から厳しい状況が続きました。

ＩＣＴ投資につきましては、企業はＩＣＴ投資に対して慎重な姿勢をとりつつも、システムの更新、事業継続計画

（ＢＣＰ）ならびに生産性向上に直結する案件などへの優先的投資に関心が高まりつつあります。

このような事業環境のもと、お客様の多様なニーズを的確に把握し、付加価値を提供するソリューションおよび

サービスの提案により既存のお客様からの継続的な受注の確保、既存の市場の拡大を図るとともに、成長が期待で

きる分野への積極的な拡販活動に注力しました。ネットワークの高速化、大容量化、クラウド・コンピューティング

による新しいソリューションおよびサービス、アウトソーシング、ＲＦＩＤによるソリューション、省エネルギー関

連サービスへの積極的な受注活動に努めました。

コンポーネント・デバイス・ソリューション分野におきましては、東日本大震災による影響を受けた生産の減少

などにより半導体・電子部品の需要の後退に伴い減収を余儀なくされましたが、ＩＣＴソリューション・サービス

分野において、ライフ・サイクル・マネジメントを軸とするマネジメント・サービス・ビジネスからパソコン、情

報機器の売上伸長、ＲＦＩＤシステム案件などの展開により増収となりました。

当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、ＩＣＴソリューション・サービスの堅調な伸長、パソコ

ンや情報機器の売上増により、92億28百万円（前年同期比6.3％増）となりました。

損益面につきましては、前期より継続している不採算プロジェクトの影響、厳しい企業間競争に伴う価格競争か

ら原価率の悪化により、営業損失１億77百万円（前年同期は11百万円の営業損失）となり、経常損失は１億70百万

円（前年同期は６百万円の経常損失）、四半期純損失は１億28百万円（前年同期は62百万円の四半期純損失）とな

りました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

「首都圏」は、半導体・電子部品の需要の落ち込みならびに公共部門の商談における競争激化や延伸などにより

減収の一方、パソコン、情報機器の伸長により、売上高は53億24百万円（前年同期比11.5％増）となりました。

損益面につきましては、価格競争に伴う採算の悪化、不採算プロジェクトの影響により、営業損失１億85百万円

（前年同期は４百万円の営業利益）となりました。

「東日本」は、製造業を中心に開発案件の低迷によりシステムソリューション、フィールド・サービス商談の減

少に対して、自治体ならびに文教部門におけるサーバ、パソコンなどのハードウェアの売上増により、売上高は20億

円（前年同期比0.1％増）となりました。

損益面につきましては、システムソリューションの採算性の低下の影響により、営業損失35百万円（前年同期は

24百万円の営業利益）となりました。

「西日本」は、半導体・電子部品の売上減少に対して、ＩＣＴソリューション・サービスの大幅な売上増が寄与

した結果、売上高は18億５百万円（前年同期比4.3％増）となりました。

損益面につきましては、売上増加により、営業利益は96百万円（前年同期比28.1％増）となりました。

EDINET提出書類

ソレキア株式会社(E02718)

四半期報告書

 5/22



　

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ、

２億56百万円増加（前年同期比１億40百万円減）し、40億40百万円となりました。

　

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は、３億78百万円（前年同期比99百万円減）となりました。その主な要因は、税金等

調整前四半期純損失が１億71百万円、仕入債務の減少が６億13百万円となった一方、売上債権の減少が７億66百万

円、たな卸資産の減少が３億87百万円となったこと等によるものであります。

 

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は、83百万円（前年同期は51百万円の減少）となりました。その主な要因は、ソフト

ウェアの取得による支出が64百万円、有形固定資産の取得による支出が15百万円となったこと等によるものであり

ます。

 

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は、37百万円（前年同期は28百万円の減少）となりました。この主な要因は、配当金

の支払額が37百万円となったこと等によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,240,000

計 21,240,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 10,169,610 10,169,610

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株　

計 10,169,610 10,169,610 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成23年７月１日～

　平成23年９月30日
－ 10,169,610 － 2,293,007 － 2,359,610
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 東京特殊電線株式会社 東京都港区新橋六丁目１番11号 1,257 12.37

 ソレキア従業員持株会 東京都大田区西蒲田八丁目３番３号 924 9.09

 小林　貞子 神奈川県川崎市中原区 309 3.05

 小林　義和 神奈川県横浜市都筑区 265 2.61

 株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町二丁目２番１号 235 2.32

 富士通株式会社 神奈川県川崎市中原区上小田中四丁目１番１号 235 2.32

 小林　英之 神奈川県川崎市中原区 223 2.20

 竹田　和平 愛知県名古屋市天白区 200 1.97

 東特塗料株式会社 東京都墨田区亀沢四丁目５番６号 161 1.59

 第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町一丁目13番１号 153 1.50

 株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目１番５号 133 1.31

 株式会社横浜銀行 神奈川県横浜市西区みなとみらい三丁目１番１号 133 1.31

計 － 4,233 41.63

　（注）　　上記のほか、自己株式が721千株あります。　
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（７）【議決権の状況】

  　　①【発行済株式】　

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　  721,000 －
単元株式数

1,000株　

完全議決権株式（その他） 　普通株式　9,163,000 9,163 同上

単元未満株式 　普通株式　  285,610 －
　　１単元（1,000株）

　　未満の株式

発行済株式総数 10,169,610 － －

総株主の議決権 － 9,163 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

　　　　　　また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数2個が含まれております。

 　　　 ２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が120株および証券保管振替機構名義の株式が

　　　　　　720株含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ソレキア株式会社
　 東京都大田区西蒲田

　 八丁目３番３号
721,000－ 721,000 7.09

計 － 721,000－ 721,000 7.09

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,784,449 4,040,834

受取手形及び売掛金 4,447,537 3,680,709

商品 1,072,038 670,377

仕掛品 151,058 165,472

その他 267,956 350,104

貸倒引当金 △8,201 △2,957

流動資産合計 9,714,839 8,904,541

固定資産

有形固定資産 778,402 770,281

無形固定資産 93,632 108,582

投資その他の資産

投資有価証券 320,902 288,483

敷金及び保証金 571,326 568,767

繰延税金資産 538,879 536,621

その他 52,248 52,145

貸倒引当金 △3,926 △3,781

投資その他の資産合計 1,479,429 1,442,235

固定資産合計 2,351,464 2,321,100

資産合計 12,066,303 11,225,641

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,761,321 2,147,945

短期借入金 980,000 1,080,000

未払法人税等 75,093 27,157

賞与引当金 305,200 293,800

受注損失引当金 40,636 61,195

その他 498,537 538,516

流動負債合計 4,660,788 4,148,614

固定負債

長期借入金 100,000 －

退職給付引当金 1,296,297 1,264,381

役員退職慰労引当金 132,203 124,398

資産除去債務 57,649 58,160

その他 512 153

固定負債合計 1,586,662 1,447,093

負債合計 6,247,451 5,595,708
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,293,007 2,293,007

資本剰余金 2,359,610 2,359,610

利益剰余金 1,288,196 1,122,169

自己株式 △136,972 △137,080

株主資本合計 5,803,840 5,637,706

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 15,011 △7,773

その他の包括利益累計額合計 15,011 △7,773

純資産合計 5,818,852 5,629,933

負債純資産合計 12,066,303 11,225,641
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 8,685,457 9,228,685

売上原価 7,084,321 7,788,897

売上総利益 1,601,136 1,439,788

販売費及び一般管理費 ※1
 1,612,489

※1
 1,617,341

営業損失（△） △11,353 △177,552

営業外収益

受取配当金 3,538 5,310

受取手数料 2,453 2,797

その他 7,253 5,036

営業外収益合計 13,244 13,145

営業外費用

支払利息 5,994 4,940

その他 2,449 1,212

営業外費用合計 8,444 6,152

経常損失（△） △6,552 △170,559

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,012 －

投資有価証券受贈益 4,141 －

特別利益合計 5,154 －

特別損失

投資有価証券評価損 － 664

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 36,607 －

特別損失合計 36,607 664

税金等調整前四半期純損失（△） △38,006 △171,224

法人税、住民税及び事業税 12,180 13,180

法人税等調整額 12,594 △56,175

法人税等合計 24,774 △42,995

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △62,780 △128,229

四半期純損失（△） △62,780 △128,229
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △62,780 △128,229

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △17,041 △22,785

その他の包括利益合計 △17,041 △22,785

四半期包括利益 △79,822 △151,014

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △79,822 △151,014
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △38,006 △171,224

減価償却費 31,309 28,486

貸倒引当金の増減額（△は減少） 297 △5,388

賞与引当金の増減額（△は減少） △16,100 △11,400

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 20,559

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,160 △7,804

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10,692 △31,916

受取利息及び受取配当金 △6,223 △7,417

支払利息 5,994 4,940

投資有価証券評価損益（△は益） － 664

投資有価証券受贈益 △4,060 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 36,607 －

売上債権の増減額（△は増加） 742,373 766,827

たな卸資産の増減額（△は増加） △132,602 387,247

仕入債務の増減額（△は減少） △351,380 △613,375

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,674 74,217

その他 14,101 2,503

小計 268,132 436,919

利息及び配当金の受取額 4,110 5,391

利息の支払額 △6,095 △4,799

営業保証金の受取額 228,900 －

営業保証金の支払額 △5,029 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △12,516 △59,397

営業活動によるキャッシュ・フロー 477,500 378,114

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △3,420 △6,360

有形固定資産の取得による支出 △32,601 △15,923

ソフトウエアの取得による支出 △14,290 △64,235

敷金及び保証金の差入による支出 △5,688 △809

敷金及び保証金の回収による収入 4,711 4,481

その他 △362 △362

投資活動によるキャッシュ・フロー △51,650 △83,208

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の純増減額（△は増加） 274 △107

配当金の支払額 △28,343 △37,797

財務活動によるキャッシュ・フロー △28,068 △37,904

現金及び現金同等物に係る換算差額 △748 △615

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 397,033 256,385

現金及び現金同等物の期首残高 3,784,134 3,784,449

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,181,167

※1
 4,040,834
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要なもの ※１．販売費及び一般管理費のうち主要なもの

給与手当及び賞与 829,955千円

賞与引当金繰入額 115,926千円
 

給与手当及び賞与 845,662千円

賞与引当金繰入額 107,593千円
 

 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在） （平成23年９月30日現在）

  

現金及び預金勘定 4,181,167千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －千円

現金及び現金同等物 4,181,167千円

  

  

現金及び預金勘定 4,040,834千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －千円

現金及び現金同等物 4,040,834千円

  
 
 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 28,343 3  平成22年３月31日 平成22年６月28日利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 37,797 4  平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

　

　

報告セグメント　　 その他

（注）
合計

首都圏 東日本 西日本 計

売上高　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高　 4,773,9921,998,2621,730,9848,503,238182,2198,685,457

セグメント間の内部売上高

又は振替高
106,350 2,329 600 109,279111,299220,578

計 4,880,3422,000,5911,731,5848,612,517293,5188,906,035

セグメント利益又は損失（△） 4,501 24,555 75,267104,323△2,419 101,904

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）　

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 104,323

「その他」の区分の利益 △2,419　

セグメント間取引消去 347　

全社費用（注） △113,604　

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △11,353　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費、予算と実績の調整差額であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

　

　

報告セグメント　　 その他

（注）
合計

首都圏 東日本 西日本 計

売上高　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高　 5,324,2282,000,2861,805,0699,129,58599,1009,228,685

セグメント間の内部売上高

又は振替高
6,827 2,405 600 9,832 100,308110,141

計 5,331,0552,002,6911,805,6699,139,417199,4099,338,826

セグメント利益又は損失（△） △185,735△35,923 96,449△125,209△24,070△149,279

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）　

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 △125,209

「その他」の区分の利益 △24,070　

セグメント間取引消去 546　

全社費用（注） △28,818　

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △177,552　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費、予算と実績の調整差額であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △6円64銭 △13円57銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（千円） △62,780 △128,229

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） △62,780 △128,229

普通株式の期中平均株式数（株） 9,448,600 9,448,893

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月９日

ソレキア株式会社

　取締役会　御中 　
 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員 

業務執行社員
 公認会計士 松村　浩司　　　印

     

 

 
指定有限責任社員 

業務執行社員
 公認会計士 坂本　一朗　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているソレキア株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ソレキア株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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